
1.共有フォルダーを設けているPCに共有用のユーザーアカウントを作成します。

※下記手順実施後、PC起動時にログイン画面が表示される場合があります。

①「スタートメニュー」より「設定」をクリックします。

②設定画面の左側メニューの「アカウント」をクリックします。



③「他のユーザー」をクリックします。

④「アカウントの追加」をクリックします。



④「このユーザーのサインイン情報がありません」をクリックします。

⑤「Microsoftアカウントを持たないユーザーを追加する」をクリックします。



⑥以下の項目を入力します。

A.任意の共有用のユーザー名

B.任意のパスワード

C.「パスワードを忘れた場合」の質問、答え

A

B

C



⑦「次へ」をクリックします。

⑧作成した共有用ユーザーカウントが追加されたことを確認します。



2.アクセスするPCに共有用ユーザーアカウントの資格情報を登録します。

共有フォルダーにアクセスした際に、下記のような「ネットワーク資格情報の入力」が

表示される場合

①上記手順1.⑥で入力したユーザー名、パスワードを入力し、

　「資格情報を記憶する」にチェックします。



②「OK」をクリックします。

③共有フォルダーへ正常にアクセスできたことを確認します。



共有フォルダーにアクセスした際に、「ネットワーク資格情報の入力」が

表示されない場合

①スタートメニューの検索欄に「資格情報」と入力します。

②検索結果より「資格情報マネージャー」をクリックします。



③資格情報マネージャーの「Windows資格情報」をクリックします。

④「Windows資格情報の追加」をクリックします。

⑤以下の項目を入力します。

A.共有フォルダーの接続先PCの名前

B.上記手順1.⑥で入力したユーザー名

C.上記手順1.⑥で入力したパスワード

A

C
B



⑥「OK」をクリックします。

⑦Windows資格情報が追加されたことを確認します。

⑧共有フォルダーへ正常にアクセスできたことを確認します。


